
令和５年度　評価規準（例）
学校名：江戸川区立南葛西第二中学校

教科 学年

5

2

音楽 第１学年

心を伝えあう歌い方を求めて、
無理のない自然な声の出し方
で歌おう。
「校歌」
「ぼくらの世界」

新しい仲間と歌う喜びを分かち
合い、音楽学習に主体的に取
り組む態度を育てる。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇声の音色や響き、音域と声
の出し方との関わりについて理
解している。
〇音域に応じた発声、母音の
発音、歌う姿勢などの技能を身
に付けている。

〇歌唱表現に関わる知識（声
の音色や響き、音域と声の出し
方との関わり）や技能（音域に
応じた発声、母音の発音、歌う
姿勢など）を得たり生かしたりし
ながら、歌唱表現を創意工夫し
ている。

〇歌唱表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

弦楽器の豊かな表現を鑑賞し
よう。
ﾘﾄﾙﾈｯﾛ形式による曲の構成を
聴きとろう
「春」

形式を理解し、曲想とソネットの
関わり等音楽の美しさを感じ取
れる。

曲想とﾘﾄﾙﾈｯﾛ形成式やソネッ
トとの関わりについて理解して
いる。

〇鑑賞に関わる知識（曲想とﾘﾄ
ﾙﾈｯﾛ形式やソネットとの関わ
り）を得たり生かしたりしなが
ら、曲や演奏に対する評価とそ
の根拠について自分なりに考

〇鑑賞に関わる知識を得たり生か
したりしながら、曲や演奏に対する
評価とその根拠について自分なり
に考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く学習に主体的・協働的に

2

6

言葉と音楽の関わり
「魔王」

曲想の変化を物語の進行と関
わらせながら鑑賞する。通作歌
曲の形式について理解する。

〇歌曲の形式の特徴と歴史的
背景との関わりについて理解し
ている。

〇鑑賞に関わる知識を得たり
生かしたりしながら、作曲当時
の歌曲の意味について自分な
りに考え、音楽のよさや美しさ
を味わって聴いている。

鑑賞に関わる知識を得たり生かし
たりしながら、生活や社会における
音楽の意味や役割について自分な
りに考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く学習に主体的・協働的に
取り組んでいる。

言葉のつなげ方や重ね方、全
体のまとまりを工夫して音楽を
つくろう
「くいしんぼうのラップ」
「トガトントトトン」

全体の構成を考えながら音楽
をつくる。

〇言葉のリズムの反復や重な
り方等の特徴を理解している。
テーマに沿って言葉のリズムを
感じながら擬音語・擬態語など
を選択する技能を身に付けて
いる。

〇創作表現に関わる知識（言
葉の反復や重なり方等の特徴）
や技能（テーマに沿って言葉の
リズムを感じ取りながら擬音
語・擬声語等を選択する技能）
を得たり生かしたりしながら、創
作表現を創意工夫している。

〇創作表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、創作表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

え、音楽のよさや美しさを味
わって聴いている。

取り組んでいる。
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混声合唱の響きに親しもう
「Ｌｅｔ’ｓ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｆｏｒ　Ｔｏｍｏ
ｒｒｏｗ」
「大切なもの」

音楽のまとまりを生かして合わ
せて歌う

〇曲想と音楽の構造との関わ
りについて理解している。全体
の響きを聴きながら他の声部と
合わせて歌う技能を身に付け
る。

〇歌唱表現に関わる知識（曲
想と音楽の構造との関り）や技
能（全体の響きを聴きながら他
の声部と合わせて歌う）を得た
り生かしたりしながら、。歌唱表
現を創意工夫している。

〇歌唱表現に関わる知識（曲
想と音楽の構造との関り）や技
能（全体の響きを聴きながら他
の声部と合わせて歌う）を得た
り生かしたりしながら、。歌唱表
現を創意工夫している。

音楽のまとまりを生かして合わ
せて歌う

合唱の喜び
クラス合唱

〇歌唱表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

〇歌唱表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

〇歌唱表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

〇曲想と音楽の構造との関わ
りについて理解している。全体
の響きを聴きながら他の声部と
合わせて歌う技能を身に付け
る。

〇曲想と形式や歌詞との関わ
りについて理解している。
〇音域や強弱に応じた発声、
鼻濁音の発音などの技能を身
に付けている。

〇歌唱表現に関わる知識（曲
想と形式や歌詞との関わり）や
技能（音域や強弱に応じた発
声、鼻濁音の発音等）を得たり
生かしたりしながら、歌唱表現
を創意工夫している。

歌詞の内容を味わい、形式を
生かして表現を工夫しよう。
「赤とんぼ」
「夏の思い出」

歌詞の内容を理解している。曲
の形式を生かして歌っている。
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〇器楽表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、器楽表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

〇歌唱表現に関わる知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表
現を創意工夫する学習に主体的・
協働的に取り組んでいる。

〇鑑賞に関わる知識を得たり生か
したりしながら、曲や演奏に対する
評価とその根拠について自分なり
に考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く学習に主体的・協働的に
取り組んでいる。

〇箏の音色と奏法との関わりを
理解している。創意工夫を生か
した表現で演奏するための右
手の使い方や縦譜の読み方等
の技能を身に付けている。

〇曲想と音楽の構造との関わ
りについて理解している。全体
の響きを聴きながら他の声部と
合わせて歌う技能を身に付け
る。

〇曲想と音楽の構造との関わ
りについて理解する。

〇器楽表現に関わる知識（筝
の音色と奏法との関わり）や技
能（右手の使い方や縦譜の読
み方など）を得たり生かしたりし
ながら、器楽表現を創意工夫し
ている。

〇歌唱表現に関わる知識（曲
想と音楽の構造との関り）や技
能（全体の響きを聴きながら他
の声部と合わせて歌う）を得た
り生かしたりしながら、。歌唱表
現を創意工夫している。

〇鑑賞に関わる知識を得たり
生かしたりしながら、音楽表現
の共通性や固有性について考
え、音楽のよさや美しさを味
わって聴いている。

箏の音色と奏法との関わりを理
解したり、基本的な奏法を身に
付けたりしながら表現しよう。
「いつも何度でも」

他の声部を聴きながら、声部の
役割を生かして合わせて歌お
う。
「あなたに会えて…」
「変わらないもの」

オーケストラの豊かな表現を聴
き取ろう。
「青少年のための管弦楽入門」

基本的な奏法を身に付け、縦
譜を読み方を理解し、演奏する
こと。

音楽のまとまりを生かして合わ
せて歌う

オーケストラによる表現を、楽
器の音色を理解しながら聴く。
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